
業務仕様書 

 

（札幌市生涯学習センター指定管理者） 

公益財団法人札幌市生涯学習振興財団  

 

１ 業務名 

  令和６年度 札幌市生涯学習総合センター清掃業務 

 

２ 目的 

  建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和 45年４月 14日法律第 20号）に

基づき、札幌市生涯学習総合センター及びその周辺の衛生的環境を良好に維持するため、

日常清掃、計画清掃、廃棄物収集処理を行う。 

 

３ 契約期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月 31日までとする。 

 

４ 対象 

  札幌市生涯学習総合センター及びその周辺（別添面積表のとおり） 

  住所：札幌市西区宮の沢１条１丁目１番 10号 

 

５ 業務内容 

  受託者は、現場の状況に応じ必要な人員を配置し、常に衛生的な状態を保つこと。 

 ⑴ 日常清掃 

   特別な場合を除き、別紙１「日常清掃作業内容」に基づき、定期的に清掃を行うこ

と。また、巡回清掃については、巡回時に汚れがある場合は清掃し、清潔な状態を

保つこと。 

   ただし、年末年始（12月 29日午後から翌年１月３日まで）を除く。 

  ア Ⅰ・Ⅱ工区 

   (ｱ) 各事務室の清掃については、午前７時から午前８時 30分もしくは午後５時 15

分から午後７時までとし、土日はゴミ回収のみとする。 

また、各施設の休館日については、清掃及びゴミ回収はしないこととする。 

  イ Ⅲ工区 

   (ｱ) 事務室・共用部等は教育センターの開館日（原則月曜日から金曜日までとし、

土日祝日を除く。以下「開館日」という。）は毎日、研修室等は、開館日以外にお

いても利用があった後は随時実施すること。 

   (ｲ) 事務室の清掃については、午前７時から８時 30分もしくは午後５時 15分から

午後７時までとする。なお、土日祝日については清掃及びゴミ回収はしないこと

とする。 

  ウ その他 

    各貸室や共用部については、汚れがある場合は随時実施すること。 



 

 ⑵ 計画清掃（Ⅰ・Ⅱ工区、Ⅲ工区） 

   特別な場合を除き、別紙２「計画清掃作業内容」に基づき、適正に実施すること。 

   日常清掃で行うことが困難な清掃を計画的に行うこと。作業の実施日については、

委託者と事前に協議のうえ決定すること。 

 

 ⑶ 廃棄物収集処理 

   施設運営に伴い排出されるゴミ、廃棄用紙、段ボール、資源物等を定期的に収集、

処理すること。 

 ⑷ その他 

  ア 消耗品等 

   (ｱ) 業務に使用する材料・用具・機械用具・ゴミ袋等の衛生消耗品は受託者の負担

とする。 

   (ｲ) 洗剤（水石鹸含む）及びワックス等は、人畜への影響を考慮し適切なものを使

用すること。 

   (ｳ) トイレットペーパーについては、委託者が支給するものを使用すること。 

  イ 原状復帰 

    作業終了に際しては特別の場合を除き、椅子・机等の備品を所定の位置に戻すこ

と。また、施設や備品に対する損害の有無を確認し、異常を発見した場合は速やか

に委託者に報告すること。 

  ウ 緊急時 

    緊急を要する事件事故等が発生した場合は、委託者に速やかに連絡するとともに、

応援体制を取ること。 

 

６ 業務体制 

  受託者は、業務遂行に必要な人員を配置し、業務遂行を指揮監督するため監督者を定

めること。 

  なお、作業時間は午前７時から午後７時までを原則とするが、業務遂行上変更の必要

がある場合は、委託者の判断により変更することができる。 

 

７ 連絡・調整 

  常に円滑な施設の管理運営を行うため、必要な施設内の各関係団体及び業者等との連

絡・調整を密に行うこと。 

 

８ 業務計画 

  受託者は、業務の実施において、事前に従事者名簿を提出すること。 

また、併せて勤務編成表及び業務予定表等を策定し、委託者及び施設維持管理業務受

託者の総括監督者へ提出させること。 

なお、従事者や勤務編成表等が変更となった場合は、委託者へ届け出ること。 

 



９ 業務報告 

  受託者は、実施した作業状況を記載した日誌等を、委託者に提出すること。また、業

務日報は指定の様式を使用すること。 

 

10 安全の確保 

  受託者は、作業の実施において従事者及び第三者に対する事故防止に配慮するととも

に、事故に関する一切の責任を負うこと。 

 

11 服装及び名札の着用 

  受託者は、作業従事者に対して定められた服装及び名札を着用させるとともに身分証

明書を交付し、常時携帯させること。 

 

12 その他 

 ⑴ 業務の実施に必要な用具類は、受託者負担とする。 

 ⑵ 受託者の過失により生じた事故については、一切受託者において責任を負うこと。 

 ⑶ 業務上の負傷又は死亡等の事故が発生した場合は、一切受託者の責任とする。 

 ⑷ 各室で特殊な作業を行なっているところについては、必ず委託者の指示及び立ち会

いを受けて業務を実施すること。 

 ⑸ 害虫等を発見した場合は、委託者に連絡するとともに、その場で処理できるものは

駆除すること。また、清潔な状態を保ち発生の予防に努めること。 

 ⑹ 施設の破損や異常を発見した場合は、速やかに委託者に報告し、指示に従うこと。 

 ⑺ この仕様書に定めのない事項については、委託者と協議のうえ決定すること。 

 ⑻ 札幌市が行う工事等により、当該業務の対象となる施設及び設備機器、業務期間が

変更される場合がある。その場合は、業務範囲や契約金額等を変更することがある。 

 


